
令和２年４月２２日 
四国電力株式会社 

令和２年４月２１日 伊方ＧＴＧ保安規定ヒアリングコメント回答 

 

二次文書等で空冷式非常用発電装置の保全計画が定められていることを示すこと。 

 

○ 添付資料－１に示します。 

 

 

 

84-15-1 非常用ガスタービン発電機または空冷式非常用発電装置からの給電と 84-8－１ 

2 次冷却系からの除熱（注水）の運転上の制限の考え方が同じであることを説明すること。 

 

○ 84-15-1 および 84-8-1 でＬＣＯを設定する設備はともに常設重大事故等対処設備であ

り、想定される重大事故等の収束に必要な容量「1系統」をＬＣＯとします。なお、84-8-

1に係るＬＣＯ等の設定の考え方を添付資料－２に添付します。 

 

 

 

解析評価上、電動補助給水ポンプとタービン動補助給水ポンプの期待に優先順位がないか

確認すること。 

 

○ 全交流動力電源喪失（ＲＣＰシールＬＯＣＡが発生する場合）の解析条件としては、タ

ービン動補助給水ポンプ１台が自動起動し，解析上は事象発生の 60 秒後に３基の蒸気発

生器に合計 160m３ /hの流量で注水するものとしています。 

 

○ なお、設置変更許可本文十号においては、添付資料－３のとおり、外部電源が健全であ

れば電動補助給水ポンプを優先し、電動補助給水ポンプが使用できなければタービン動

補助給水ポンプを使用する手順となっています。 

 

 

以 上 
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 表１つづき 

一次文書
(３条以外の関連条文)

制定者
二次文書

(３条以外の関連条文)
制定者

5.6 マネジメントレビュー ｄ） 品質保証規程(2の2,2の3) 社長

品質保証基準(2の2,2の3) 原子力本部長

品質保証規程(2の2,2の3) 社長 内部品質監査要領 考査室原子力監査担当部長

6.1 資源の提供 ｄ） 品質保証規程 社長 － －

6.2 人的資源 ｄ） 品質保証規程 (4,5) 社長

品質保証基準 原子力本部長 設計／調達管理標準 原子力部長

 (4,5,8,8の2,9,9の2) 原子炉施設の定期的な評価および高経年化対策検討要領 (119の3) 原子力部長

高経年化対策検討標準 (119の3) 原子力部長

新知見情報等の収集及び分析・評価標準(17の2の2,17の3) 原子力部長

保修訓練内規 原子力保安研修所長

運転訓練内規 原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所) 土木建築部長

教育訓練内規 (130,131) 発電所長

品質保証規程 (4,5) 社長 内部品質監査要領 考査室原子力監査担当部長

6.3 原子炉施設およびインフラ ｄ） 品質保証規程(2の2,2の3) 社長

ストラクチャー 品質保証基準 原子力本部長 運転総括内規 発電所長

6.4 作業環境 ｄ） (2の2,2の3,119,133) (12～17の8,18の2～92,96,99～101,122,125,128,130～133)

7.1 業務の計画 ｄ） 燃料管理内規 (33,40,69,71,72の2,72の3,74,77,79～84,93～98) 発電所長

7.2 業務または原子炉施設に対す ｄ） 炉心管理内規 (19～26,28～34,49) 発電所長

る要求事項に関するプロセス 放射線管理総括内規 発電所長

7.5 業務の実施 ｄ）  (13,16,17,17の2の2,17の3,17の7,84,99～102,104～117,119)

7.6 監視機器および測定機器 ｄ） 保守内規 (13,16,22,24,33,35,43～48,51,55,56,58,60～63,69, 発電所長

の管理  　　　　　　　　　　　　　　70,75,84,119)

8.2.3 プロセスの監視および ｄ） 工事管理内規 (119) 発電所長

測定 化学管理総括内規 (18,47) 発電所長

防災計画(原子力災害編) (120～129,133) 発電所長

火災防護計画 (17,17の7) 発電所長

緊急時対応内規 (17の4～17の6,17の8) 発電所長

自然災害対応内規 (17の2の2,17の3,17の7) 発電所長

溢水対応内規 (17の2) 発電所長

有毒ガス対応内規 (17の3の2) 発電所長

7.3 設計・開発 ｄ） 品質保証基準 原子力本部長 設計／調達管理標準 原子力部長

設計／調達管理標準(原子力発電所) 土木建築部長

設計管理内規 発電所長

３条の要求事項
３条
4.2.1
の分類

社内規定

－ －
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伊 方 発 電 所 

設備の重要度分類管理内規 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国電力株式会社 

原 子 力 本 部 

伊 方 発 電 所 

 

 

 

文書番号 QA-I-M-5 改 59 

種 別 内 規 

制 定 昭和58年11月10日 

実 施 昭和58年11月10日 

最終改正 2020年3月27日 

実 施 2020年4月1日 

公 布 者 所 長 



 

 － 1 －

１．目  的 

この内規は、施設管理における品質保証活動を効果的に実施するため、設備・機器を

重要度に応じて分類し、これらの設備・機器の品質管理程度を定めるものである。 

 

 

２．適用範囲 

本内規は、伊方発電所で行う原子力発電施設の重要度に応じた施設管理に適用する。

（保安規定第１１９条および３１９条に定める条文に係る業務を含む。） 

 

 

３．対象設備 

発電所を構成する構築物、系統および機器のうち、以下に該当する設備を分類対象と

する。 

(1)「発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針（平成 2 年 8

月 30 日原子力安全委員会決定）」（以下，「重要度分類指針」という。）において一般

産業施設よりも更に高度な信頼性の確保及び維持が要求される機能を有する設備 

(2) 「重要度分類指針」において一般の産業施設と同等以上の信頼性の確保及び維持が

要求される機能を有する設備 

(3)「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令（昭和 40 年通商産業省令第 62

号）」に規定される設備 

(4) 設置変更許可申請書および工事計画認可申請書で保管および設置要求があり、許可

または認可を受けた設備（3号炉） 

(5) 多様性拡張設備*1（3 号炉） 

(6) 炉心損傷又は格納容器機能喪失を防止するために必要な機能を有する設備 

(7) その他プラントの運転を継続する上で必要な機能を有する設備および発電用原子炉

施設の安全性向上に資する設備 

(8) 性能維持施設およびその他自ら定める設備（1号炉） 

 *1：多様性拡張設備とは、実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則上のすべて

の要求事項を満たすこと、および全てのプラント状況において使用することは困難であるが、

プラント状況によっては、事故対応に有効な設備をいう。 

 

 

４．品質に係る重要度分類 

4.1 重要度分類の定義 

２，３号機の設備・機器の重要度を、安全上の機能別重要度（安全性）と発電への

影響の区分（信頼性）の観点から、別表－1（１／２）「品質保証上の重要度分類」に

従って、Ａ・Ｂ１・Ｂ２・Ｃに分類し、定義する。なお、Ｂ１とＢ２を合わせたもの

をＢとして、Ａ・Ｂ・Ｃの分類としてもよい。 
１号機の設備・機器の重要度を、安全上の機能別重要度（安全性）の観点から、別

表－1（２／２）「品質保証上の重要度分類」に従って、Ｂ・Ｃに分類し、定義する。 

ただし、２，３号機との共用設備は、別表－１（１／２）による。 
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重要度
発電へ
の影響
区　分

重要度
安　全
重要度
分　類

発電へ
の影響
区　分

その他

備　　考設　　備　　名

３号機

重要度
安　全
重要度
分　類

２号機 １号機

安　全
重要度
分　類

発電へ
の影響
区　分

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

小型放水砲 － Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「1.一次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「2.二次系機械設備」

空冷式非常用発電装置 － Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「3.電気設備」

－ Ｒ２ Ｂ２ － － － － － － 「3.電気設備」

大型ポンプ車（泡混合機能付含む）入口ライン取
水用ホース

中型ポンプ車

設置配管系統に準じる

(3)二次系機械設備

ホース、継手類

泡混合器

代替格納容器雰囲気ガスサンプリング圧縮装置､
ホース他

アニュラス水素濃度（ＡＭ）測定装置配管・弁

緊急時対策所(EL.32m)換気空調設備（常設）

(2)一次系機械設備（可搬）

大型ポンプ車（泡混合機能付含む）出口ライン送
水用ホース

中型ポンプ車出口ライン送水用ホース

加圧ポンプ車出口ライン送水用ホース

放水ピットシルトフェンス

緊急時対策所(EL.32m)加圧装置関係（可搬型）

取水ピットシルトフェンス

設置配管系統に準じる

設置配管系統に準じる

放水ピットテントシート

ディスタンスピース類

格納容器雰囲気ガスサンプル冷却器冷却水放水用
ホース他

(4)電気設備

６．６ｋＶ高圧中継端子盤

マニホールド、ボンベ、圧力計類

緊急時対策所(EL.32m)換気空調設備（可搬型）

大型ポンプ車（泡混合機能付含む）

重油･軽油移送用ホース、継手類

ミニローリー(重油､軽油運搬)

緊急時対策所(EL.32m)加圧装置関係（常設）

加圧ポンプ車

大型放水砲

海水ピットシルトフェンス

可搬型代替冷却水ポンプ、ホース他

 1,2号共用設備については2号機の保全の対象範囲とし、1,2,3号共用設備については3号機の保全の対象範囲とする。
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関連箇所を赤枠にて示す
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第10.1表 重大事故等対策における手順書の概要（５／１９）（その１） 

1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

方
針
目
的

設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が発生する前

に生ずるものに限る。）を防止するため，２次冷却系からの除熱，格納容器内自然対流

冷却及び代替補機冷却により最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等を整備す

る。 

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱

海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等により最終ヒートシンク

へ熱を輸送する機能が喪失した場合，補助給水タンク水を補助給水ポンプに

より蒸気発生器へ注水する。蒸気発生器への注水が確保されている場合にお

いて，現場で手動ハンドルにより主蒸気逃がし弁を開操作し，２次冷却系か

らの除熱を行う。 

補助給水ポンプについては，外部電源が健全であれば電動補助給水ポンプ

を優先し，電動補助給水ポンプが使用できなければタービン動補助給水ポン

プを使用する。 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等により最終ヒートシンク

へ熱を輸送する機能が喪失し，ＬＯＣＡが発生した場合，中型ポンプ車を用

いた格納容器再循環ユニット（Ａ及びＢ）による格納容器内自然対流冷却を

行う。 

本対応手段は，「1.7  原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順

等」の全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失の格納容器内自然対

流冷却と同様。 

代
替
補
機
冷
却

海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等により最終ヒートシンク

へ熱を輸送する機能が喪失した場合， 中型ポンプ車により高圧注入ポンプ

（Ｂ）に補機冷却水（海水）を通水する。 
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対
応
手
段
等 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱 

全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失し

た場合，補助給水タンク水を補助給水ポンプにより蒸気発生器へ注水する。

蒸気発生器への注水が確保されている場合において，現場で手動ハンドルに

より主蒸気逃がし弁を開操作し，２次冷却系からの除熱を行う。 

 非常用ガスタービン発電機又は空冷式非常用発電装置より非常用高圧母線

が受電できれば電動補助給水ポンプの運転が可能となるが，非常用ガスター

ビン発電機が健全でなく，空冷式非常用発電装置からの受電となる場合は，

燃料補給の観点から，タービン動補助給水ポンプが使用できる間は，タービ

ン動補助給水ポンプを優先して使用し，その後電動補助給水ポンプによる蒸

気発生器への注水を行う。 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失し

た場合において，ＬＯＣＡが発生した場合，中型ポンプ車を用いた格

納容器再循環ユニット（Ａ及びＢ）による格納容器内自然対流冷却を行う。 

本対応手段は，「1.7  原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順

等」の全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失の格納容器内自然対

流冷却と同様。 

代
替
補
機
冷
却 

全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失し

た場合，中型ポンプ車により高圧注入ポンプ（Ｂ）に補機冷却水（海水）を

通水する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

作
業
性 

ホース敷設，接続作業については，速やかに作業ができるように中型ポン

プ車の保管場所に使用工具及びホースを配備する。 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の 

留
意
事
項 

主蒸気逃がし弁を使用して蒸気放出を行う場合は，蒸気発生器伝熱管破損

がないことを確認後，実施する。蒸気発生器伝熱管破損は，放射線モニタ等

で確認するが，全交流動力電源が喪失した場合は，放射線モニタが使用でき

ないため，蒸気発生器水位及び圧力により，蒸気発生器伝熱管破損がないこ

とを確認する。蒸気発生器伝熱管破損の兆候が見られた場合においては，当

該蒸気発生器に接続された主蒸気逃がし弁の操作は行わない。 
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配
慮
す
べ
き
事
項 

電
源
確
保 

全交流動力電源喪失時は，非常用ガスタービン発電機又は空冷式非常用発

電装置により電動補助給水ポンプへ給電する。 

燃
料
補
給 

本配慮すべき事項は，「1.4  原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電

用原子炉を冷却するための手順等」の燃料補給と同様。 

 




